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草
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る
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柗

居

宏

枝

は
じ
め
に

本
論
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
ハ
リ
ス
理
化
学
校
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
同
志
社
高
等

学
部
波
里
須
理
科
学
校
に
な
る
ま
で
の
七
年
間
の
学
校
の
運
営
実
態
に
つ
い
て
、
歴
史
学
的
に
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
寄
付
者
で

あ
る
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ハ
リ
ス
（Jonathan﻿N

ew
ton﻿H

arris

（
（
（

）
の
名
を
冠
し
た
ハ
リ
ス
理
化
学
校
は
、
同
志
社
最

初
の
理
化
学
教
育
機
関
と
し
て
、
一
八
九
〇
年
九
月
二
九
日
に
授
業
を
開
始
し
た
。
学
校
名
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
六
月

に
ハ
リ
ス
理
科
学
校
と
改
称
さ
れ
た（

（
（

。
そ
の
後
、
一
八
九
七
年
に
高
等
普
通
学
校
と
大
学
部
各
専
門
学
校
に
代
わ
っ
て
四
年
制
の

高
等
学
部
が
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
志
社
高
等
学
部
波
里
須
理
科
学
校
と
な
っ
た
。

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
は
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
創
設
か
ら
一
三
〇
年
目
、
同
志
社
創
立
か
ら
一
四
五
年
目
に
あ
た
る
。
こ
れ

ま
で
ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
つ
い
て
は
、
設
立
過
程
お
よ
び
下
村
孝
太
郎
の
ハ
リ
ス
理
化
学
校
へ
の
貢
献
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た

た
め
、
下
村
を
中
心
に
ハ
リ
ス
理
化
学
校
が
描
か
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た（

（
（

。『
同
志
社
百
年
史
』
で
は
、
包
括
的
に
ハ
リ
ス
理
化
学
校

に
つ
い
て
取
り
上
げ
よ
う
と
試
み
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
規
則
や
教
員
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
の
み
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、未
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
よ
っ
て
本
論
で
は
、ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
設
立
か
ら
そ
の
終
焉
ま
で
を
時
系
列
に
沿
っ
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二

て
論
じ
る
こ
と
で
、
学
校
の
実
態
に
迫
る
こ
と
を
目
的
と
す
る（

（
（

。
一
八
九
七
年
ま
で
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
運
営
の
財
政
的
基

盤
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
ハ
リ
ス
の
寄
付
が
打
ち
切
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
、
中
等
教
育
程
度

の
同
志
社
高
等
学
部
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
波
里
須
理
科
学
校
の
名
前
は
残
っ
た
も
の
の
、
大
学
教
育
の
水
準
の
課
程
を

廃
止
し
た
こ
と
で
本
来
の
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
目
的
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
論
で
は
、
同
志
社
内
に
お
け
る
ハ
リ
ス
理
化
学
校
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
京
都
、
ひ
い
て
は
国
内
に
お
け
る

理
化
学
に
つ
い
て
も
あ
わ

せ
て
論
じ
、
ハ
リ
ス
理
化

学
校
の
社
会
的
意
義
を
再

検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

当
時
の
日
本
に
お
け
る
理

化
学
教
育
の
状
況
と
、
同

志
社
内
部
の
事
由
に
よ
る

同
志
社
の
高
等
理
化
学
教

育
の
廃
止
を
併
せ
て
検
討

す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る（
（
（

。な
お
、
史
料
は
で
き
る

写真②　�「ハリス理化学校開校式」複製写真（同志社社
史資料センター所蔵、資料室2－写8－11－1）、
1890年9月ヵ

写真①　�「ハリス理化学校開校式」複製写真（同志社社
史資料センター所蔵、資料室2－写8－11－2）、
1890年9月ヵ



同
志
社
草
創
期
に
お
け
る
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
運
営
﻿

三

だ
け
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。
年
号
の
表
記
は
、
太
陽
暦
採
用
（
明
治
六
年
一
月
一
日
）
以
前
は
、
和
暦
を
先
に
し
て
西
暦
を

（　

）
内
に
併
記
す
る
。
そ
れ
以
降
は
、
初
出
の
み
西
暦
を
先
に
し
（　

）
内
に
和
暦
を
付
す
。
初
出
以
降
の
年
代
は
、
西
暦
の
み

記
載
す
る
。

一
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
学
科
の
変
遷

ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
学
科
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
頁
に
変
遷
図
（
図
①
）
を
付
し
た
の
で
、
適
宜

併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

下
村
に
よ
れ
ば（

（
（

、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
ハ
リ
ス
は
理
化
学
校
の
全
体
に
関
す
る
事
に
の
み
関
与
し
、
科
目
な
ど
の
細
か
な
事
項
は
、

日
本
国
内
の
事
情
と
資
金
の
都
合
に
よ
っ
て
編
成
す
べ
き
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
科
目
の
決
定
は
日
本
に
あ
っ
た
委
員
会
に
任
せ
ら

れ
、
科
目
を
決
定
し
た
の
ち
ハ
リ
ス
に
意
見
を
上
申
し
、
賛
成
を
得
て
決
定
さ
れ
た
。

一
八
九
〇
年
七
月
に
下
村
孝
太
郎
が
出
し
た
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
設
立
ノ
趣
旨（

（
（

」
を
見
る
と
、「
純
正
ノ
学
問
ニ
於
テ
未

ダ
明
ラ
カ
ナ
ラ
ザ
ル
所
一
度
正
法
ヲ
得
バ
怱
チ
解
得
シ
テ
明
ニ
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ　

応
用
ノ
学
問
ニ
於
テ
モ
人
類
ノ
幸
福
ニ
関
ス
ル
工

業
起
ス
ベ
キ
モ
ノ
励
ム
ベ
キ
モ
ノ
実
ニ
多
シ
」
と
あ
り
、「
純
正
ノ
学
問
」
で
基
礎
研
究
を
、
そ
し
て
「
応
用
ノ
学
問
」
で
応
用
研

究
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
同
月
に
出
さ
れ
た
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
略
則（

（
（

」（
以
下
、「
略
則
」）
で
は
、

ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
は
純
正
部
門
と
応
用
部
門
の
二
つ
を
置
き
、
純
正
部
門
に
は
化
学
兼
生
理
学
の
専
門
科
と
化
学
兼
物
理
学
の
専

門
科
を
置
く
こ
と
、
そ
し
て
応
用
部
門
に
は
、
陶
磁
器
お
よ
び
染
工
の
専
門
科
を
置
く
こ
と
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
同
年
か
ら
始
ま

る
の
は
、
純
正
部
門
の
化
学
兼
生
理
学
と
応
用
部
門
の
陶
磁
器
専
門
科
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
純
正
（
理
化
学
）
部
門
の
化
学
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四

兼
生
理
学
科
に
は
、
予
備
科
一
年
、
本
科
第
一
年
、
本
科
第
二
年
が
置
か
れ
、
応
用
（
理
化
学
）
部
門
の
陶
磁
器
科
に
は
、
本
科
第

一
年
が
置
か
れ
た（

（1
（

。
下
村
に
よ
る
と
、
無
機
化
学
を
応
用
し
た
も
の
が
陶
磁
器
で
、
有
機
化
学
を
応
用
し
た
も
の
が
染
工
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。
陶
磁
器
と
染
工
に
関
し
て
下
村
は
、「
共
に
日
本
の
大
業
た
る
べ
く
又
京
都
の
地
に
於
て
は
其
要
用
の
只
な
ら
ざ

る
申
す
迄
も
な
き
な
り
」
と
の
べ
、
京
都
に
お
い
て
両
者
の
学
問
を
深
め
る
意
義
を
強
調
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
染
工
の
専
門
科

が
置
か
れ
る
こ
と
は
結
果
と
し
て
な
か
っ
た
。

ま
た
「
略
則
」
で
は
、「
此
理
化
専
門
校
ハ
現
今
同
志
社
ノ
普
通
学
校
ニ
連
帯
シ
其
ノ
教
育
ヲ
完
備
シ
将
来
同
志
社
大
学
ノ
一
部

ト
ナ
ル
可
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ヲ
ハ
リ
ス
理
化
学
校
ト
称
ス
其
目
的
ハ
普
通
校
ノ
卒
業
生
及
之
ニ
合
格
シ
タ
ル
学
力
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
希
望

ニ
応
シ
純
正
及
ヒ
応
用
ノ
理
学
ヲ
専
修
セ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ（

（1
（

」
と
さ
れ
、
設
立
当
初
は
、
同
志
社
普
通
学
校
を
卒
業
し
た
後
の
専
門

教
育
機
関
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
が
設
立
時
の
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
学
科
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
学
科
が
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
、
展
開
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。「
同
志
社
波
里
須
理
化
学
校
一
覧
表

（
（1
（

」お
よ
び
各「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
科
学
校
規
則
」か
ら
そ
の
変
遷
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。最

初
に
学
科
の
改
正
が
見
ら
れ
る
の
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
四
月
七
日
の
「
同
志
社
波
里
須
理
化
学
校
一
覧
表
」
で
あ

る
。
こ
の
改
正
で
は
理
化
学
専
門
科
の
他
に
、
各
専
門
科
の
予
備
課
程
で
あ
る
理
化
学
普
通
科
が
設
け
ら
れ
た
。
理
化
学
普
通
科
の

第
二
期
を
修
了
す
る
と
、
理
化
学
専
門
科
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
理
化
学
専
門
科
は
、
化
学
、
生
理
学
、
陶
磁
器
の
三
科
目

の
う
ち
の
二
科
目
ず
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
四
つ
の
課
程
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
四
つ
と
は
、
化
学
兼
生
理
科
、
生
理
学
兼
化
学
科
、

化
学
兼
陶
磁
器
科
、
陶
磁
器
科
兼
化
学
科
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
例
え
ば
、
化
学
兼
生
理
科
は
、
化
学
を
主
専
攻
と
し
て
生
理
学

を
副
専
攻
と
す
る
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
。
化
学
兼
生
理
学
科
は「
有
機
化
学
者
分
析
化
学
者
或
ハ
教
師
」を
目
指
す
も
の
や
、「
薬
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五

学
医
学
ヲ
修
ム
ル
モ
ノ
」
に
適
し
た
学
科
で
、
生
理
兼
化
学
科
は
「
生
理
学
者
或
ハ
教
師
」、
そ
し
て
「
将
来
医
学
者
或
ハ
薬
学
者
」

に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
に
も
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
学
科
は
純
正
（
基
礎
）
部
門
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、
化
学

兼
陶
磁
器
科
は
「
陶
磁
器
科
ノ
学
者
ヲ
養
成
」
す
る
た
め
に
あ
り
、
将
来
的
に
「
陶
磁
器
職
工
長
或
其
科
ノ
教
師
」
に
な
ろ
う
と
す

る
者
に
適
し
た
学
科
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
陶
磁
器
兼
化
学
科
は
、「
陶
磁
器
ヲ
深
ク
実
修
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
将
来
自
立
ニ
テ
陶

器
ノ
工
業
ヲ
起
サ
ン
ト
欲
ス
ル
者
」
に
適
し
た
学
科
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
化
学
兼
陶
磁
器
科
と
陶
磁
器
兼
化
学
科
は
応
用
部
門
に
あ

た
る
。

翌
一
八
九
二
年
の
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
科
学
校
規
則
」（
以
下
、「
規
則
（
一
八
九
二
）」）
で
は
、
大
幅
な
改
正（

（1
（

が
行
わ
れ
、
応

用
専
門
部
と
理
科
大
学
部
、
そ
し
て
理
科
普
通
部
の
三
つ
が
置
か
れ
た
。
応
用
専
門
部
に
は
、
第
一
科
に
薬
学
科
、
第
二
科
に
陶
器

科
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
理
科
大
学
部
の
第
一
科
に
化
学
兼
生
理
科
、
第
二
科
に
化
学
兼
物
理
科
、
第
三
科
に
化
学
兼
陶
器
科
が

置
か
れ
、
理
科
普
通
部
は
理
科
大
学
部
の
予
備
課
程
で
あ
っ
た
。

応
用
専
門
部
は
、「
学
理
に
基
き
専
ら
社
会
の
実
業
に
従
事
せ
ん
と
す
る
も
の
の
為
に
設
立
」
さ
れ
、
普
通
教
育
を
受
け
た
も
の

は
も
ち
ろ
ん
、「
目
下
の
情
勢
に
応
じ
当
分
試
験
を
要
せ
ず
し
て
入
学
を
許
」可
し
て
い
た
。
そ
し
て
、第
一
科
で
あ
る
薬
学
科
は
、「
専

ら
高
等
の
薬
剤
師
を
養
成
す
る
が
為
に
設
立
せ
る
も
の
に
し
て
実
習
を
旨
と
し
製
薬
、
薬
品
鑑
定
、
衛
生
試
験
、
裁
判
試
験
、
調
剤

術
に
鍛
錬
の
薬
剤
師
を
出
す
」
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
第
二
科
の
陶
器
科
は
「
学
理
と
実
際
に
通
ず
る
陶
業
家
を
養
成
す

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、「
現
時
日
本
陶
業
家
の
技
芸
上
に
於
る
長
所
を
学
ば
し
む
る
と
共
に
進
で
欧
州
の
今
日
の
工
業
上
に
於
る

最
新
の
学
説
と
其
製
法
を
教
授
し
殊
に
有
色
釉
薬
、
絵
具
等
の
如
き
化
学
上
の
作
用
に
関
係
す
る
も
の
に
至
り
て
は
充
分
に
通
暁
す

る
」
と
さ
れ
た
。
学
科
名
が
「
陶
磁
器
」
か
ら
「
陶
器
」
に
な
り
磁
器
が
外
れ
て
い
る
が
、
科
目
に
は
「
陶
磁
器
術
」
と
あ
り
、
磁

器
は
外
れ
て
は
い
な
い
。
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六

理
科
大
学
部
は
、「
純
正
た
る
学
術
修
業
」
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
は
、
理
学
教
員
や
技
師
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
化
学
を
主
と
し
て
生
理
学
を
副
次
的
に
教
授
す
る
「
第
一﻿

化
学
兼
生
理
科
」
は
、
有
機
化
学
者
、

生
理
化
学
者
、
衛
生
化
学
者
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
教
師
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
の
為
に
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
医
学
を
修

め
る
者
に
も
適
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。「
第
二﻿

化
学
兼
物
理
科
」
は
、
高
等
理
学
の
教
師
や
、
化
学
技
師
と
し
て
鉱
山
な
ど
の
事
業

に
従
事
す
る
者
、
そ
し
て
「
第
三﻿

化
学
兼
陶
器
科
」
は
陶
器
職
工
長
や
「
陶
器
術
」
の
教
員
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
に
適
し

た
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
応
用
専
門
部
と
理
科
大
学
部
の
両
方
に
陶
器
に
関
す
る
学
科
が
二
つ
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ハ
リ
ス
理

化
学
校
に
お
け
る
陶
器
に
関
す
る
学
問
分
野
の
比
重
は
高
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
応
用
専
門
部
の
「
第
二
科﻿

陶
器
科
」

と
理
科
大
学
部
の
「
第
三
化
学
兼
陶
器
科
」
と
の
違
い
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
同
年
八
月
の
生
徒
募
集
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
左
記
の
通
り
で
あ
る（

（1
（

。

同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
陶
器
科
生
徒
募
集
広
告

理
化
学
校
陶
器
科
ハ
今
般
二
部
ニ
分
チ
一
ヲ
陶
器
科
ト
シ
一
ヲ
化
学
兼
陶
器
科
ト
ス
陶
器
科
ニ
於
テ
ハ
学
理
ト
実
際
ニ
通
ス

ル
陶
業
家
ヲ
養
成
シ
卒
業
後
直
チ
ニ
営
業
ニ
就
ク
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヲ
目
的
ト
シ
尋
常
普
通
学
ヲ
学
ビ
タ
ル
モ
ノ
ハ
無
試
験
ニ
テ

入
学
セ
シ
ム
化
学
兼
陶
器
科
ニ
於
テ
ハ
高
等
ナ
ル
化
学
ヲ
教
授
ス
ル
ト
共
ニ
窯
業
ニ
関
ス
ル
学
者
ヲ
養
成
シ
工
場
長
或
ハ
教
員

タ
ル
ニ
適
セ
シ
ム
ル
ヲ
目
的
ト
ス
加
之
京
都
ハ
有
名
ナ
ル
陶
器
ノ
生
産
地
ナ
ル
ヲ
以
テ
学
生
ニ
便
益
ヲ
与
フ
ル
ヿ
極
メ
テ
多
シ

又
タ
特
ニ
陶
工
或
ハ
画
工
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ヲ
モ
入
学
セ
シ
ム
ル
ノ
制
ア
リ
詳
細
ハ
規
則
書
ニ
詳
ナ
リ
郵
券
二
銭
ヲ
投
セ
バ

送
附
ス
ベ
シ
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明
治
廿
五
年
八
月

�

京
都
市
上
京
区
相
国
寺
門
前
町
一
番
戸

�
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こ
れ
を
見
る
と
、
応
用
専
門
部
の
「
第
二
科﻿

陶
器
科
」
と
理
科
大
学
部
の
「
第
三
化
学
兼
陶
器
科
」
を
合
わ
せ
て
「
理
化
学
校

陶
器
科
」
と
し
て
生
徒
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
規
則
（
一
八
九
二
）」
と
同
じ
く
、
陶
器
科
は
学
理
と
実
際
に
通

じ
る
陶
業
家
を
養
成
し
、
卒
業
後
す
ぐ
に
通
用
す
る
人
材
養
成
を
目
的
と
し
、
ま
た
化
学
兼
陶
器
科
は
、
高
等
な
化
学
を
教
え
窯
業

学
者
を
養
成
し
、
将
来
的
に
工
場
長
や
教
員
に
な
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。「
規
則
（
一
八
九
二
）」
に
は
な
い

情
報
と
し
て
は
、
陶
器
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
京
都
の
地
の
利
を
強
調
し
、
陶
工
や
画
工
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
の
入
学

が
で
き
る
よ
う
に
も
読
み
取
れ
る
部
分
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
の
、
学
校
の
内
容
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
「
規
則
書
」
と

い
う
の
は
前
述
し
た
「
規
則
（
一
八
九
二
）」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
改
正
で
特
筆
す
べ
き
は
、
応
用
専
門
部
に
陶
器
科
と
な
ら
ん
で
薬
学
科
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
薬
学
科
に
は
、

調
剤
所
も
置
か
れ
て
い
た（

（1
（

。
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
五
月
の
『
薬
業
雑
誌
』
第
四
四
号
に
、
薬
学
科
の
学
生
の
募
集
広
告（
（1
（

が

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
広
告
に
よ
れ
ば
薬
学
科
は
三
年
制
で
、「
第
二
年
級
」
と
「
第
三
年
級
」
に
は
試
験
の
う
え
入
学
が
許
さ
れ

る
と
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
は
規
則
を
改
正
し
、
授
業
料
以
外
の
実
験
費
を
と
ら
な
い
こ
と
も
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
前
年
の
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
は
「
薬
用
植
物
園
ヲ
設
ケ
標
本
器
械
ヲ
整
備
」
し
、「
益
々
完
全
ノ
薬
剤
師
ヲ

養
成
」
す
る
と
の
記
載
が
あ
り
、
薬
用
植
物
園
や
設
備
を
充
実
さ
せ
、
本
格
的
な
薬
剤
師
を
養
成
す
る
目
的
で
薬
学
科
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。
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次
に
、
一
八
九
三
年
六
月
二
四
日
の
改
正（
（1
（

（
以
下
、「
規
則
（
一
八
九
三
）」）
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
応
用
専
門
部
と
理
科

普
通
部
に
つ
い
て
変
わ
り
は
な
い
が
、
理
科
大
学
部
の
学
科
名
が
す
べ
て
化
学
を
標
榜
し
、「
第
一
種　

化
学
科
」、「
第
二
種　

化

学
科
」、「
第
三
種　

化
学
科
」
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
二
年
の
改
正
か
ら
変
わ
ら
ず
、「
第
一

種　

化
学
科
」
が
化
学
と
生
理
学
、「
第
二
種　

化
学
科
」
が
化
学
と
物
理
学
、「
第
三
種　

化
学
科
」
が
化
学
と
陶
磁
器
術
を
教
授

す
る
学
科
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
重
複
ま
た
は
横
断
的
な
分
野
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
科
の
他
に
科
目
と
し
て
化
学
お
よ
び
薬

学
科
、
生
理
科
、
物
理
科
、
陶
磁
器
科
、
画
学
科
の
区
分
が
あ
り
、
教
員
お
よ
び
学
術
費
は
こ
の
科
目
で
区
分
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。
一

八
九
四
年
五
月
二
四
日
改
正
の
「
同
志
社
波
里
須
理
科
学
校
規
則（

（2
（

」（
以
下
、「
規
則
（
一
八
九
四
）」）
も
前
年
同
様
の
学
科
科
目

で
あ
る
が
、「
規
則
（
一
八
九
三
年
）」
で
陶
器
科
は
、「
欧
洲
今
日
の
工
業
上
に
於
け
る
最
新
の
学
説
と
其
製
法
を
教
授
」
す
る
と

あ
る
の
に
対
し
、「
規
則
（
一
八
九
四
年
）」
で
は
、「
工
業
」
が
「
工
藝
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
工
業
製
品
で
は
な
く
、
工
芸
品

と
し
て
の
欧
州
の
陶
器
術
を
教
授
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

以
上
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
学
科
を
み
る
と
、
陶
器
と
薬
学
の
学
科
が
あ
る
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
京
都

に
お
け
る
当
時
の
陶
磁
器
業
や
薬
学
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
陶
器
科
、
薬
学
科
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

二
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
陶
器
科
と
薬
学
科
設
置
の
意
義

京
都
で
の
理
化
学
教
育
は
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
京
都
府
勧
業
場
内
に
舎
密
局
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
京
都
舎

密
局
で
は
理
化
学
を
教
授
す
る
だ
け
で
な
く
、
飲
料
や
石
鹸
、
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
、
染
色
、
薬
品
な
ど
の
実
験
・
指
導
が
行
わ
れ
て

い
た（

（2
（

。
飲
料
と
は
、
ラ
ム
ネ
や
レ
モ
ネ
ー
ド
、
生
姜
入
り
の
ワ
イ
ン
な
ど
で
あ
っ
た（
（2
（

。
さ
ら
に
、
薬
品
の
分
析
な
ど
も
行
い
、
化
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11889900年年77月月制制定定

専門科 専門科 専門科 専門科

化学兼物理学科 化学兼生理学科 染工科 陶磁器科

11889911年年44月月77日日改改正正

化学兼生理学科 生理兼化学科 化学兼陶磁器科 陶磁器兼化学科

11889922年年66月月改改正正

第一科　化学兼
生理科

第二科　化学兼
物理科

第三科　化学兼
陶器科

第一科　薬学科 第二科　陶器科　

11889933年年66月月2244日日改改正正

第一種　化学科 第二種　化学科 第三種　化学科 第一科 　薬学科 第二科 陶器科

11889944年年55月月22４４日日改改正正

第一種　化学科 第二種　化学科 第三種　化学科 第一科 　薬学科 第二科 陶器科

「「同同志志社社波波里里須須理理化化学学校校一一覧覧表表」」

「「同同志志社社ハハリリスス理理化化学学校校略略則則」」

同志社ハリス理化学校
純正理化学部門 応用理化学部門

同志社普通学校

同志社波里須理科学校

同志社波里須理化学校
理化学専門科

純正部門 応用部門

理化学普通科

「「同同志志社社ハハリリスス理理科科学学校校規規則則」」

同志社ハリス理科学校
理科大学部 応用専門部

理科普通部

「「同同志志社社波波里里須須理理科科学学校校規規則則」」

理科大学部 応用専門部

検査部
理科普通部

理科大学部 応用専門部

検査部
理科普通部

「「同同志志社社波波里里須須理理科科学学校校規規則則」」

同志社波里須理科学校

図①　
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一
〇

学
教
育
機
関
で
あ
る
と
同
時
に
、
衛
生
試
験
所
、
工
業
試
験
所
、
そ
し
て
染
織
、
窯
業
な
ど
の
試
験
所
と
し
て
の
役
割
も
兼
ね
て
い

た（
（2
（

。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ヘ
ー
ル
ツ
（
ゲ
ー
ル
ツ
と
も
、A

nton﻿Johannes﻿Cornelis﻿Geerts

）
が
舎

密
局
内
の
京
都
司
薬
場
に
招
か
れ
、
一
年
余
り
舎
密
局
で
の
化
学
教
育
も
担
っ
た
。
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
か
ら
は
ド
イ
ツ
人

の
ワ
グ
ネ
ル
（Gottfried﻿W

agener

）
が
招
聘
さ
れ
、
理
化
学
を
指
導
し
な
が
ら
、
陶
磁
器
、
七
宝
の
釉
薬
、
ガ
ラ
ス
、
石
鹸
な

ど
の
技
術
改
良
を
行
っ
た（

（2
（

。
こ
う
し
た
外
国
人
教
師
を
雇
い
入
れ
た
化
学
教
育
を
行
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
八
八
一
（
明

治
一
四
）
年
に
京
都
府
知
事
槇
村
正
直
の
辞
任
後
、
舎
密
局
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
槇
村
の
後
任
の
北
垣
国
道
は
、
入
費

の
か
さ
む
舎
密
局
を
廃
止
し
、
琵
琶
湖
疏
水
の
開
削
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
舎
密
局
の
廃
止
の
後
、
一
八
八

六
（
明
治
一
九
）
年
に
は
京
都
陶
器
会
社
が
設
立
さ
れ
、
理
化
学
の
応
用
技
術
と
し
て
の
陶
磁
器
の
近
代
化
が
図
ら
れ
た
。
同
社
で

は
、
機
械
や
ろ
く
ろ
な
ど
、
様
式
設
備
に
よ
る
大
量
生
産
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た（

（2
（

が
、
ほ
ど
な
く
し
て
同
社
は
廃
業
し
た
。

そ
の
後
、
京
都
の
陶
磁
器
業
は
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
応
用
化
学
者
の
中
澤
岩
太
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
一

八
九
一
、
二
年
こ
ろ
に
は
、
名
声
を
誇
っ
て
い
た
幹
山
、
丹
山
、
錦
光
山
、
道
八
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、
帯
山
は
廃
業
し
、
京
都

の
陶
磁
器
業
は
「
斯
界
ハ
稍
々
寂
寞（

（2
（

」
た
る
状
況
で
あ
っ
た
。
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博

覧
会
で
は
、
唯
一
、
清
風
与
平
だ
け
が
そ
の
特
種
な
製
作
品
に
よ
っ
て
京
焼
の
名
を
保
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た（

（2
（

。
京
焼

の
衰
退
の
お
も
な
理
由
は
、
殖
産
興
業
政
策
に
よ
っ
て
海
外
輸
出
が
盛
ん
に
な
り
、
製
造
家
、
商
売
者
と
も
に
そ
の
需
要
に
応
じ
、

品
位
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
技
芸
は
衰
退
し
、
博
覧
会
や
展
覧
会
に
お
い
て
も
「
京
焼
ノ
衰
頽（

（2
（

」

と
評
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
危
機
を
脱
す
る
た
め
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
京
都
市
立
陶
磁
器
試
験
場
が
設
立
さ
れ

た
。ハ

リ
ス
理
化
学
校
で
窯
業
教
育
が
始
ま
っ
た
の
は
一
八
九
〇
年
の
こ
と
で
あ
り
、
京
焼
の
名
家
ら
が
い
ま
だ
そ
の
名
を
誇
っ
て
は
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一

い
た
も
の
の
、
舎
密
局
が
廃
止
と
な
っ
て
一
〇
年
ほ
ど
が
経
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
、
京
都
に
お
け
る
窯
業
教
育
学
校
は
ハ
リ
ス
理
化

学
校
の
他
に
、
知
恩
院
内
に
設
け
ら
れ
た
京
都
美
術
学
校
が
あ
っ
た
。
し
か
し
京
都
美
術
学
校
は
意
匠
画
を
教
え
る
の
み
で
、
直
接

陶
磁
器
に
描
く
教
育
を
行
っ
て
は
い
な
か
っ
た（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
陶
磁
器
科
が
設
け
ら
れ
た
一
八
九
〇
年
頃
は
、

京
焼
の
将
来
が
あ
や
ぶ
ま
れ
、
さ
ら
に
京
都
に
お
け
る
窯
業
教
育
機
関
の
不
足
と
い
う
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
京
都

に
お
け
る
窯
業
再
興
を
企
図
し
て
、
ま
ず
教
育
機
関
が
構
想
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ハ
リ
ス
理
化
学
校
は
、
陶
磁
器
の

土
壌
が
す
で
に
あ
る
京
都
で
、
そ
の
再
興
と
発
展
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
京
都
に
お
け
る
薬
学
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
洋
医
学
で
は
医
師
が
薬
も
処
方
す
る
の
に
対
し
、
西

洋
医
学
で
は
医
薬
分
業
の
考
え
方
か
ら
、
医
師
が
患
者
を
診
断
し
処
方
箋
を
出
し
、
薬
剤
師
が
薬
を
調
剤
し
た
。
日
本
が
西
洋
医
学

を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
制
度
が
医
薬
分
業
に
沿
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
お
雇
い
ド
イ
ツ
人
医
師
ミ
ュ
ル
レ
ル
（Leopold﻿

M
üller

）
が
指
摘
し
て
い
た（
（3
（

。
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
だ
さ
れ
た
「
医
制
」
で
は
、
医
師
が
薬
を
出
す
こ
と
の
弊
害
が
指
摘

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
薬
業
の
側
か
ら
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
よ
り
具
体
的
な
「
薬
品
営
業
並
薬
品
取
扱
規
則
」
が
制
定
さ

れ
、
薬
局
や
薬
剤
師
の
資
格
が
規
定
さ
れ
た
。
ハ
リ
ス
理
科
学
校
に
薬
学
科
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
薬
局
や
薬
剤
師
が
専
門

職
化
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
設
立
に
つ
い
て
は
、「
幸
に
化
学
の
機
械
稍
整
頓
し
居
れ
ば
多
少
の
費
用
を
要
せ
ず
し
て

此
学
科
を
設
く
る
を
得
る（

（3
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
既
存
の
器
材
を
使
用
す
れ
ば
、
比
較
的
安
価
に
薬
学
科

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
な
か
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
は
既
存
の
設
備
を
も
っ
て
、
新
し
く
資
格
や
身
分
が
規

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
薬
剤
師
を
養
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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一
二

三
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
教
員

次
に
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
教
員
人
事
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
た
い
。
一
八
九
〇
年
に
始
ま
っ
た
ハ
リ
ス
理
化
学
校
で
は
、

教
員
に
下
村
孝
太
郎
、山
寺
容
磨（

（3
（

、児
玉
信
嘉（
（3
（

、志
垣
要
三
（
助

手
）、
西
村
栄
治（

（3
（

、
そ
し
て
金
谷
充
が
幹
事
に
つ
い
た（
（3
（

。
下

村
は
教
頭
兼
化
学
教
師
、
山
寺
は
陶
磁
器
科
教
師
、
児
玉
は
生

理
学
教
師
、
西
村
は
画
学
教
師
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
教
員
の
年

棒
は
い
く
ら
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
八
九
〇
年
に
下
村
に

出
さ
れ
た
辞
令（

（3
（

に
よ
れ
ば
、「
同
志
社
ハ
ル
リ
ス
理
学
部
教
授
」

と
し
て
「
年
給
八
百
四
拾
円
」
で
あ
っ
た
。
山
寺
も
同
額（

（3
（

で
、

児
玉
は
「
六
百
円（

（3
（

」
で
あ
っ
た
。
西
村
は
「
月
給
十
円（
（4
（

」
で

年
俸
に
す
れ
ば
一
二
〇
円
で
あ
っ
た
。

同
年
一
二
月
を
も
っ
て
助
手
の
志
垣
が
解
任
さ
れ
、
代
わ
り

に
四
名
の
在
学
生
が
代
理
助
手
と
な
っ
た
。
そ
の
在
学
生
と
は
、

中
瀬
古
六
郎
、
沢
邉
四
郎
、
鈴
木
達
治
、
蓑
田
林
蔵
の
四
名
で
、

「
報
給
」
は
三
円
（
蓑
田
は
一
円
）
で
あ
っ
た（

（4
（

。
一
八
九
一
年
一
月
に
は
、陶
器
商
工
の
内
本
小
一
郎（
（4
（

が
陶
磁
器
科
技
師
と
し
て
「
月

給
十
円（

（4
（

」
で
採
用
さ
れ
た
。
同
年
四
月
か
ら
は
、
栗
生
光
謙（
（4
（

が
嘱
託
と
し
て
ド
イ
ツ
語
と
物
理
学
を
教
授
し
、
そ
の
後
栗
生
は
、

写真③　�1894年頃のハリス理科学校教員と生徒（同志社社
史資料センター所蔵）、撮影年月日不明
後列が教員で、前方三列が生徒。教員は右から、
須田勝三郎、小野瓢郎、下村孝太郎、児玉信嘉、
栗生光謙、蓑田林蔵とあと一人は不明。
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一
三

同
年
九
月
一
四
日
に
月
棒
六
〇
円
で
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た（
（4
（

。

学
校
が
開
始
さ
れ
て
わ
ず
か
八
か
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
員
の
辞
任
も
あ
っ
た
。
陶
器
科
を
担
当
し
て
い
た
山
寺
容
麿
が
辞
任

し
、
代
わ
っ
て
一
八
九
一
年
九
月
一
四
日
に
飛
鳥
井
孝
太
郎
が
月
棒
二
五
円
で
陶
器
科
教
師
に
つ
い
た（

（4
（

。
飛
鳥
井
は
、
東
京
工
業

学
校
玻
璃
工
科
を
一
八
九
〇
年
七
月
一
四
日
に
卒
業
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た（

（4
（

。
飛
鳥
井
が
採
用
さ
れ
た
翌
日
に
は
、
ハ
リ
ス
理
化

学
校
第
一
回
生
と
し
て
入
学
し
た
中
瀬
古
六
郎
が
化
学
専
任
助
手
に
就
い
た（

（4
（

。
こ
の
九
月
は
他
に
も
、
服
部
他
之
助（
（4
（

が
植
物
学
兼

英
語
科
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
清
水
亀
七
が
陶
器
職
人
と
し
て
月
棒
四
円
五
〇
銭
で
雇
わ
れ
た
。
一
八
九
二
年
一
月

に
は
、
薬
学
科
の
新
設
の
為
、
薬
草
学
教
師
と
し
て
田
中
宜
之
が
招
聘
さ
れ
た
。
同
様
に
、
薬
学
教
師
と
し
て
帝
国
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
た
薬
剤
師
の
須
田
勝
三
郎（

（5
（

が
同
年
四
月
に
着
任
し
た
。
六
月
に
は
薬
学
科
顧
問
と
し
て
、
京
都
市
会
議
員
の
中
野
忠
八
、

薬
剤
師
の
廣
松
勝
左
衛
門
、
京
都
府
立
病
院
薬
剤
局
長
の
北
川
義
比
、
京
都
府
衛
生
課
の
清
水
公
敬
、
薬
剤
師
の
小
泉
俊
太
郎
、
京

都
府
立
薬
学
校
主
の
上
田
勝
行
と
い
っ
た
、
京
都
の
薬
学
に
関
す
る
中
心
的
人
物
が
就
い
た
。
同
年
一
〇
月
に
は
、
東
京
帝
国
大
学

教
授
の
下
山
順
一
郎
も
顧
問
に
加
わ
っ
た
。

一
八
九
三
年
二
月
頃
に
は
、
窯
を
新
設
し
入
費
が
か
さ
ん
だ
た
め
、
製
造
し
た
陶
器
に
絵
付
け
を
施
し
て
焼
成
し
、
最
低
価
格
に

て
販
売
し
た
場
合
の
収
益
と
相
殺
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
同
年
三
月
二
一
日
に
は
、「
薬
学
科
に
つ
き
建
議
」
が
、

下
村
孝
太
郎
か
ら
同
志
社
社
員
に
宛
て
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
薬
学
科
に
学
士
の
称
号
が
あ
る
も
の
を
少
な
く
と
も
六
、

七
十
円
の
月
俸
で
一
人
招
聘
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
次
策
」
が
あ
り
、
服
部
に
薬
用
植
物
学
を
勉
強
さ
せ
る
機
会

を
与
え
、
ま
た
須
田
に
旅
費
を
出
し
て
夏
期
休
暇
中
に
東
京
で
生
薬
学
の
研
究
を
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
調
剤

所
を
内
部
の
薬
剤
師
に
依
託
す
る
こ
と
も
併
せ
て
記
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

同
年
五
月
に
は
、
検
査
部
創
設
案
が
出
た（

（5
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
検
査
部
は
、
学
外
に
便
宜
を
図
り
、
ま
た
学
内
に
お
い
て
は
、
卒
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一
四

業
生
が
実
地
修
業
す
る
機
会
と
な
る
よ
う
に
そ
の
目
的
が
示
さ
れ
た
。
同
年
九
月
に
は
ハ
リ
ス
理
科
学
校
委
員
会
で
検
査
部
の
規
定

が
発
議
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
次
の
四
点
が
議
決
さ
れ
た（

（5
（

。
ま
ず
一
つ
目
に
、
検
査
部
に
は
部
長
を
置
き
、
下
村
孝
太
郎
に
委

任
さ
れ
る
こ
と
。
二
つ
目
に
、
検
査
部
の
収
入
は
、
助
手
に
一
〇
円
、
書
記
に
三
円
の
給
料
を
出
し
、
残
額
の
二
分
の
一
を
ハ
リ
ス

理
科
学
校
へ
納
め
、
残
り
の
二
分
の
一
を
、
試
験
担
当
の
技
師
へ
取
り
扱
っ
た
検
査
の
収
入
に
応
じ
て
報
酬
と
し
て
払
う
こ
と
。
た

だ
し
、
学
校
の
収
入
が
検
査
に
関
す
る
費
用
に
対
し
て
超
過
す
る
場
合
に
は
、
部
長
に
得
分
の
報
酬
を
払
う
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

三
つ
め
に
、
こ
れ
ら
の
収
入
配
当
は
、
ま
ず
一
年
実
行
し
た
の
ち
、
次
年
度
分
は
新
た
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
四
つ
目
に
、

検
査
部
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
薬
品
代
は
学
校
へ
の
収
入
額
を
超
過
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

次
に
、『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「『
同
志
社
波
里
須
理
科
学
校
検
査
部
』
の
設
立
の
趣
旨（

（5
（

」
か
ら
検

査
部
の
設
立
目
的
を
確
認
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
ま
ず
、
市
民
の
依
頼
を
う
け
て
化
学
的
、
衛
生
的
分
析
を
す
る
機
関
は
す
べ
て

官
設
で
私
立
の
試
験
所
が
な
か
っ
た
が
、
大
阪
に
私
立
薬
品
試
験
会
社
が
で
き
、
そ
の
後
、
東
京
や
広
島
に
も
で
き
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
京
都
は
「
我
邦
工
業
界
ノ
要
位
ニ
立
チ
、
其
機
軸
ヲ
握
ル
ノ
地
」
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
だ
試
験
所
が

な
く
、
化
学
や
薬
科
の
人
材
や
設
備
が
整
っ
た
ハ
リ
ス
理
科
学
校
で
試
験
所
を
設
立
す
る
意
義
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も

ハ
リ
ス
理
科
学
校
に
は
「
市
内
ノ
工
業
者
又
製
薬
者
」
よ
り
検
査
の
依
頼
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
年
々
増
加
し
た
た
め
、
検
査
部
を
新

設
し
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
検
査
機
関
に
対
し
て
潜
在
的
な
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
需
要
を
収
入
財
源
と
し
て
学
校

の
運
営
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
学
校
の
方
針
が
う
か
が
え
る
。
検
査
部
は
、「
汎
ク
公
衆
ノ
需
メ
ニ
応
ジ
、
化
学
、
衛
生
、
裁
判
的

種
類
ノ
実
験
ヲ
施
行
シ
、
以
テ
大
方
実
業
家
ノ
便
益
ヲ
図
」
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
検
査
品
目
は
大
き
く
分
け
て
、
一
、
化
学
及
工

業
的
検
査
、
二
、
衛
生
的
検
査
、
三
、
裁
判
的
検
査
、
四
、
化
学
工
業
及
製
薬
に
関
す
る
商
議
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
四
で
、『
同

志
社
百
年
史
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
化
学
工
業
、
薬
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
の
提
供
や
実
地
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
検
査
部
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一
五

設
置
広
告（
（5
（

を
見
る
と
、
部
長
の
下
村
が
検
査
部
を
統
括
し
、
技
師
と
し
て
須
田
、
小
野
瓢
郎（
（5
（

、
飛
鳥
井
が
名
を
連
ね
た
。

さ
て
、
教
員
人
事
の
話
に
戻
る
。
同
年
十
一
月
一
六
日
よ
り
、
留
学
か
ら
帰
国
し
た
加
藤
勇
次
郎
が
着
任
し
た（

（5
（

。
担
当
科
目
は
、

大
学
部
二
年
生
の
電
気
学
、
同
一
年
生
の
金
工
実
習
、
普
通
部
生
の
木
工
実
習
、
薬
学
部
一
年
生
の
物
理
学
、
そ
し
て
普
通
学
校
三

年
生
の
物
理
学
で
あ
っ
た
。

一
八
九
四
年
四
月
の
授
業
時
間
は
左
記
の
通
り
で
あ
る（

（5
（

。

『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
に
は
、「
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
は
、
飛
鳥
井
が
辞
任
し
、
薬
学
士
、
小
野
瓢
郎
が
新
任
と
し

て
く
る（

（5
（

」
と
あ
り
、
両
者
の
在
勤
時
期
は
重
複
し
て
い
な
い
よ
う
に
読
み
取
れ
る
が
、
こ
こ
に
も
あ
る
よ
う
に
実
際
に
は
飛
鳥
井

		


授
業
時
間	

実
習
時
間

	

下
村
氏	

九	

十
四

	

児
玉
氏	
六	

四

	

飛
鳥
井
氏	
八	

四

	

須
田
氏	

十
二	

廿
四

	

栗
生
氏	

十
一	

〇

	

加
藤
氏	

六	

八

	

小
野
氏	

十
二	

八

	

米
津
氏	

〇	

十

	

服
部
氏	

三	

四

	

中
瀬
古
氏	

四	

十



同
志
社
草
創
期
に
お
け
る
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
運
営
﻿

一
六

と
小
野
の
在
勤
時
期
は
十
か
月
重
な
っ
て
い
る
。
小
野
は
一
八
九
三
年
九
月
に
着
任（
（6
（

し
、
飛
鳥
井
は
同
年
六
月
一
九
日
に
ハ
リ
ス

理
科
学
校
を
辞
任
し
て
い
る（

（6
（

。
米
津
は
米
津
泉
之
助（
（6
（

の
こ
と
で
、
画
学
教
師
の
西
村
の
後
任
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
教
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
下
村
孝
太
郎
に
の
み
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
下
村
以
外
の
教
員
の
一
人
と
し
て
、
飛
鳥
井
孝
太
郎
に
着
目
し
た
い
。
飛
鳥
井
の
出
身
地
は
石
川
県
で（

（6
（

、
父
、
飛
鳥

井
清（

（6
（

は
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
九
月
大
聖
寺
に
生
ま
れ
、
明
治
の
初
め
に
は
藩
の
権
大
参
事
と
し
て
勧
業
振
興
に
つ
と
め
た
。

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
は
、
大
蔵
省
出
仕
を
辞
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
博
覧
会
の
視
察
を
行
っ
て
い
る
。
翌

年
帰
国
し
、
大
聖
寺
に
あ
っ
た
勧
業
支
場
で
漆
器
製
造
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
に
は
、
大
聖
寺
に
て
九
谷

陶
器
会
社
を
興
し
た
が
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
会
社
は
火
災
に
あ
い
、
翌
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
没
し
た
。
飛
鳥

井
孝
太
郎
は
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
一
〇
月
に
石
川
県
専
門
学
校
を
卒
業
し
た（

（6
（

。
同
期
の
卒
業
に
、
の
ち
に
京
都
市
陶
磁

器
試
験
所
初
代
所
長
を
務
め
る
藤
江
永
孝
が
い
る
。
藤
江
は
理
学
科
を
、
飛
鳥
井
は
文
学
科
を
卒
業
し
て
い
る（

（6
（

。
藤
江
と
飛
鳥
井
は
、

東
京
職
工
学
校
で
ワ
グ
ネ
ル
に
師
事
し
た
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
東
京
職
工
学
校
で
飛
鳥
井
は
陶
器
玻
璃
工
科
、
藤
江
は
陶
器
玻

璃
工
科
専
攻
生
と
し
て
一
八
九
〇
年
七
月
に
卒
業
し
て
い
る
。
石
川
県
専
門
学
校
を
同
期
で
卒
業
し
た
後
、
東
京
職
工
学
校
で
の
卒

業
時
に
専
攻
生
か
否
か
の
違
い
が
あ
っ
た
の
は
、
石
川
県
専
門
学
校
で
文
系
学
科
を
卒
業
し
た
か
理
系
学
科
を
卒
業
し
た
か
の
違
い

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

ハ
リ
ス
理
科
学
校
を
退
職
し
た
直
後
の
飛
鳥
井
の
動
向
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
八
九
六
年
に
東
京
工
業
学
校
の
手
島

精
一
校
長
の
推
薦
で
、
森
村
組
に
技
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
た（

（6
（

。
飛
鳥
井
は
一
八
九
七
年
三
月
か
ら
翌
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年

六
月
ま
で
農
商
務
省
海
外
実
業
練
習
生
の
一
期
生
と
し
て
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
へ
留
学
し
た（

（6
（

。
資
金
の
大
部
分
は
、
森
村
組
か
ら

出
て
い
た（

（6
（

。
日
本
陶
器
合
名
会
社
で
の
飛
鳥
井
は
、
国
内
原
料
に
よ
る
白
色
硬
質
磁
器
製
造
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
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一
七

い
る（
（7
（

。
し
か
し
、
飛
鳥
井
を
中
心
に
行
わ
れ
た
研
究
開
発
は
成
果
を
上
げ
ず
、
試
作
費
用
が
か
さ
ん
だ
。
そ
れ
を
補
填
し
た
の
が
、

森
村
組
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
の
売
り
上
げ
と
な
り
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
日
陶
は
森
村
組
商
品
の
素
地
製
造
、
錦
陶
組

は
絵
付
け
、
森
村
組
は
輸
出
と
い
う
分
業
体
制
を
生
む
結
果
と
な
っ
た（

（7
（

。

こ
う
し
た
経
歴
を
持
つ
飛
鳥
井
で
あ
る
が
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
。
ハ
リ
ス
理
科
学
校
を
卒
業
し
た
加
藤
與
五
郎
は
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
の
陶
器
科
に
つ
い
て
、「
処
で
陶
器
科
に
は
生
徒
と
し

て
当
時
船
田
某
が
一
人
在
籍
だ
つ
た
と
思
う
。
教
師
と
し
て
飛
鳥
井
孝
太
郎
が
あ
つ
た
が
、
東
京
職
工
学
校
の
卒
業
生
で
ワ
グ
ネ
ル

博
士
の
高
弟
で
あ
つ
た
。
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
生
徒
と
し
て
は
大
学
を
自
認
し
て
い
る
関
係
上
飛
鳥
井
教
師
を
排
斥
し
て
ボ
イ

コ
ッ
ト
を
や
つ
た
と
い
う
。
陶
器
科
卒
業
の
船
田
氏
は
東
京
に
出
て
い
つ
た
が
不
遇
に
終
わ
つ
た
と
い
う
こ
と
だ（

（7
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

飛
鳥
井
は
陶
器
科
の
み
を
担
当
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
理
科
専
門
科
の
授
業
も
担
当
し
て
い
た
の
で
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
い
た
の

は
生
徒
の
船
田
だ
け
で
な
く
ハ
リ
ス
理
科
学
校
の
生
徒
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
見
る
と
ハ
リ
ス
理
科
学
校
で
の
飛
鳥
井
は
、

不
遇
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
授
業
の
ほ
か
に
自
身
の
研
究
課
題
の
実
験
も
行
っ
て
い
た
。
飛
鳥
井
の
論
説
報
文
に
は
、「
同

志
社
に
陶
器
科
々
長
の
職
を
奉
せ
し
時
幸
に
ハ
リ
ス
理
科
学
校
に
は
善
良
な
る
鉱
物
の
蒐
集
せ
し
も
の
あ
り
し
を
以
て
右
鉱
物
に
つ

き
種
々
試
験
を
な
し
傍
ら
日
本
産
出
の
各
鉱
物
の
出
所
を
取
調
せ
し（

（7
（

」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
飛
鳥
井
が
い
う
ハ
リ
ス
理
化
学
校

の
鉱
物
と
は
、
写
真
④
の
鉱
物
室
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
様
々
な
鉱
物
が
並
べ
ら
れ
、
博
物
館
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
部
屋
で
は
、
教
員
議
会
も
開
か
れ
て
い
た（

（7
（

。

鉱
物
以
外
に
も
、
新
島
八
重
よ
り
寄
付
さ
れ
た
北
海
道
の
植
物
の
標
本（

（7
（

や
、
現
在
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
常

設
展
示
室
「
Ｊ
・
Ｎ
・
ハ
リ
ス
と
同
志
社
」
に
展
示
中
の
生
薬
標
本
な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
は
、
写
真
⑤
の
実
験
室
が
あ
り
、
写
真
⑥
、
⑦
に
見
ら
れ
る
実
験
道
具
等
が
備
わ
っ
て
い
た（

（7
（

。
書
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一
八

写真④　�ハリス理化学館鉱物室（同志社社史資料センター所蔵、資料
室 2−写 8−11−15   ）、撮影年月日不明

写真⑤　�ハリス理化学館実験室（同志社社史資料センター所蔵、資料
室 2−写 1−13−1   ）、撮影年月日不明
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一
九

写真⑥　�ハリス理化学館実験室（同志社社史資料センター所蔵、資料
室 2−写 8−11−16   ）、撮影年月日不明

写真⑦　�ハリス理化学館実験室（同志社社史資料センター所蔵、資料
室 2−写 8−11−2   0）、撮影年月日不明
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二
〇

籍
の
所
蔵
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
図
書
室
も
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る（

（7
（

。
写
真
⑧
に
あ
る
よ
う
な
、
階
段
教
室
も
あ
っ
た
。
な
お
、

こ
れ
ら
写
真
④
、⑥
〜
⑧
の
写
真
は
下
村
考
次
（
下
村
孝
太
郎
の
次
男
）

よ
り
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
下
村
孝
太

郎
の
旧
蔵
写
真
と
考
え
ら
れ
る
。

開
校
か
ら
約
半
年
後
に
は
「
竈
ヲ
築
キ
数
回
之
ヲ
使
用
セ
リ（

（7
（

」
と

あ
る
よ
う
に
、
陶
磁
器
を
焼
く
た
め
の
窯
も
持
っ
て
い
た
。
ま
た
こ
の

窯
と
同
一
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
同
志
社
か
ら
歩
い
て
三
、
四
十
分

の
と
こ
ろ
の
清
水
に
陶
工
場
を
持
っ
て
い
た（

（7
（

。
陶
器
商
工
や
陶
器
職

人
は
こ
の
陶
工
場
で
の
実
習
の
た
め
に
雇
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
教
員
人
事
の
話
に
戻
り
た
い
。
こ
の
年
の
七
月
一
〇
日
に
開

催
さ
れ
た
常
議
員
会
で
、
下
村
孝
太
郎
の
留
学
に
と
も
な
い
、
理
科
大

学
部
の
募
集
を
二
年
間
停
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
た（

（8
（

。
し
か
し
、
実

際
に
は
下
村
は
留
学
し
て
い
な
い
。
募
集
を
二
年
間
も
停
止
す
る
程
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
同
月
に
は
、

加
藤
が
辞
任
し
た（

（8
（

。

夏
休
み
を
挟
み
九
月
に
は
、
高
等
学
校
教
授
の
理
学
士
松
井
元
次
郎
を
講
師
と
し
て
雇
い
、
松
井
は
一
週
間
に
五
時
間
、
工
業
化

学
、
冶
金
学
、
金
石
学
を
教
え
た
。
金
石
学
は
、
一
八
九
〇
年
の
「
略
則
」
の
教
職
員
欄
に
あ
が
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
氏
名
欄
に

写真⑧　�ハリス理化学館教室（同志社社史資料センター所蔵、資料室 2
−写 8−11−21   ）、撮影年月日不明
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二
一

は
「（
一
名
）」
と
の
み
書
か
れ
て
お
り
空
席
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
も
教
員
が
置
か
れ
た
形
跡
は
な
い
が
、「
規
則
（
一
八
九
二
）」

に
は
応
用
専
門
部
薬
学
科
や
応
用
専
門
部
陶
器
科
、
理
科
大
学
部
化
学
兼
生
理
科
第
二
学
年
、
同
じ
く
化
学
兼
物
理
科
第
二
学
年
、

そ
し
て
同
じ
く
化
学
兼
陶
器
科
の
第
二
年
に
金
石
学
や
冶
金
学
の
授
業
科
目
が
見
ら
れ
る
。
設
立
当
初
は
金
石
学
の
教
員
を
置
く
こ

と
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
達
成
さ
れ
ず
、飛
鳥
井
が
兼
任
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
実
際
、検
査
部
の
設
立
趣
旨
で
飛
鳥
井
は
、「
冶

金
学
工
業
化
学
教
授（

（8
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。

松
井
の
雇
用
と
同
じ
九
月
二
一
日
に
は
、
か
ね
て
よ
り
京
都
薬
品
試
験
所
か
ら
ハ
リ
ス
理
科
学
校
へ
願
い
が
出
さ
れ
て
い
た
同
所

検
査
監
督
の
件
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
の
薬
学
教
員
も
し
く
は
薬
剤
師
が
京
都
薬
品
試
験
所
の

検
査
監
督
を
兼
ね
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（8
（

。
同
日
に
は
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
薬
局
が
新
設
さ
れ（
（8
（

、
翌
一
八
九
五

年
に
は
、
薬
学
科
助
手
と
し
て
会
沢
巌
が
着
任
し
た（

（8
（

。
薬
学
科
の
拡
充
の
一
環
と
思
わ
れ
る
。

一
八
九
四
年
一
一
月
に
、
助
手
の
沢
邉
四
郎
が
大
阪
ビ
ー
ル
会
社
へ
転
任
し
、
翌
年
三
月
一
日
に
、
後
任
と
し
て
橋
本
奇
策
が
助

手
に
就
い
た（

（8
（

。

四
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
終
焉

一
八
九
五
年
五
月
二
〇
日
、
教
頭
下
村
の
辞
職
が
承
認
さ
れ
、
慰
労
と
し
て
金
三
〇
〇
円
が
贈
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た（
（8
（

。
こ

の
こ
ろ
、
同
志
社
全
体
が
財
政
難
と
な
り
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
へ
の
ハ
リ
ス
の
寄
付
金
が
他
の
学
部
に
流
用
さ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
た
。

こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
下
村
が
社
長
兼
校
長
の
小
崎
弘
道
や
理
事
と
の
間
に
意
見
の
不
一
致
を
き
た
し
た
こ
と
が
、
下
村
の
辞

職
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る（

（8
（

。
下
村
の
辞
職
に
よ
り
、
教
頭
事
務
を
児
玉
と
小
野
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た（
（8
（

。
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二
二

八
月
二
三
日
、
小
崎
宅
に
お
い
て
、
下
村
の
ハ
リ
ス
理
科
学
校
教
授
職
へ
の
復
職
に
つ
い
て
常
議
員
会
が
開
か
れ
た（
（9
（

。
翌
九
月

四
日
に
、
下
村
を
ハ
リ
ス
理
科
学
校
顧
問
に
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
同
日
に
は
小
崎
が
提
出
し
た
辞
表
の
件
が
常
議
員
会
で
否
決
さ

れ
、
留
任
が
決
定
し
た（

（9
（

。
小
崎
の
辞
表
提
出
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
の
不
和
が
原
因
で
あ
る
。
下
村
に
ハ
リ
ス
理
科
学
校

の
顧
問
が
委
嘱
さ
れ
た
と
同
日
、
新
久
保
一
郎
が
新
た
に
教
員
に
つ
い
た（

（9
（

。

九
月
七
日
、
神
学
館
楼
上
に
お
い
て
正
教
員
を
集
め
て
社
長
お
よ
び
社
員
よ
り
ハ
リ
ス
理
科
学
校
紛
糾
の
始
末
が
報
告
さ
れ
た（

（9
（

。

何
の
た
め
の
紛
糾
で
あ
っ
た
の
か
判
然
と
し
て
い
な
い
。
下
村
の
辞
職
に
よ
る
学
内
の
不
均
衡
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
〇
月
三

一
日
に
小
野
が
ハ
リ
ス
理
科
学
校
教
授
・
教
頭
事
務
取
扱
辞
任
し
、
後
任
に
須
田
が
就
い
た（

（9
（

。
下
村
と
小
野
の
辞
任
は
、
薬
学
科

で
の
教
育
に
大
い
に
不
都
合
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
折
し
も
理
科
大
学
部
は
、
下
村
の
留
学
を
期
し
て
募
集
を
二
年
間
停

止
し
、
専
門
部
の
薬
学
科
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
薬
学
科
で
は
、
医
学
校
の
教
授
の
古
屋
恒
二
郎
に
、
理
科
普
通
科
は
前
述

し
た
よ
う
に
高
等
学
校
の
教
授
松
井
、
後
に
は
農
学
士
の
塚
本
道
遠
に
依
頼
し
、
そ
の
欠
を
補
っ
た（

（9
（

。
こ
の
こ
ろ
、
画
学
教
師
の

米
津
が
辞
任
し
、
守
住
勇
魚（

（9
（

が
つ
い
た（
（9
（

。

教
員
人
事
は
生
徒
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
翌
年
一
八
九
六
年
二
月
一
三
日
に
は
、
教
員
の
増
員
要
求
が
聞
き
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
薬
学
科
二
年
生
が
同
盟
を
組
ん
で
一
斉
に
退
校
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
も
な
く
退
校
を
取
消
し
、

復
学
す
る
も
の
も
多
か
っ
た（

（9
（

。

前
年
の
秋
に
、
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
委
員
と
の
間
に
財
産
と
教
育
主
義
に
関
し
て
の
不
和
が
生
じ
、
一
八
九
六
年

一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
派
遣
委
員
よ
り
同
志
社
に
対
し
て
財
産
問
題
お
よ
び
教
育
主
義
問
題
に
関
し
て
異
論
を
唱
え
る

報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
余
波
は
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
に
も
当
然
お
よ
ん
だ
。

ハ
リ
ス
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
同
志
社
と
の
紛
議
に
よ
っ
て
、
同
志
社
が
教
育
主
義
を
変
更
し
た
と
理
解
し
た（

（9
（

。
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そ
し
て
、
ハ
リ
ス
は
理
化
学
校
の
寄
付
金
の
管
理
・
支
出
に
関
し
て
の
一
五
か
条
の
条
件
を
一
八
九
六
年
五
月
一
六
日
付
け
で
同
志

社
に
送
付
し
た（

（10
（

。
そ
の
後
ハ
リ
ス
は
小
崎
に
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
の
管
理
を
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
に
譲
る
こ
と
を
通
知
し
た（

（10
（

。

さ
ら
に
ハ
リ
ス
は
八
月
一
四
日
に
、
同
志
社
の
教
育
主
義
が
変
更
さ
れ
た
と
の
理
由
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
に
寄
託
し
て

あ
っ
た
利
子
の
送
金
、
つ
ま
り
ハ
リ
ス
か
ら
の
寄
付
を
中
止
す
る
に
至
っ
た（

（10
（

。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
志
社
の
社
員
会
に
お
い
て
、

ハ
リ
ス
理
科
学
校
の
薬
学
科
の
廃
止
が
決
定
し
、
在
学
生
三
四
名
は
退
学
と
な
っ
た（

（10
（

。

翌
年
、
学
制
改
革
に
よ
り
、
高
等
普
通
学
校
と
大
学
部
各
専
門
学
校
に
代
っ
て
、
四
年
制
の
中
等
教
育
課
程
で
あ
る
高
等
学
部
が

置
か
れ
、
同
志
社
普
通
学
校
は
同
志
社
高
等
学
部
文
科
学
校
に
、
同
志
社
政
法
学
校
は
同
志
社
高
等
学
部
政
法
学
校
に
、
そ
し
て
同

志
社
波
里
須
理
科
学
校
は
同
志
社
高
等
学
部
波
里
須
理
科
学
校
と
な
り
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
は
高
等
教
育
の
場
で
は
な
く
な
っ
た
。

お
わ
り
に

ハ
リ
ス
理
化
学
校
は
、
新
島
襄
の
総
合
大
学
構
想
の
一
端
を
担
う
か
た
ち
で
、
ハ
リ
ス
の
資
金
提
供
を
受
け
て
始
ま
っ
た
。
は
じ

め
は
、
純
正
部
門
の
化
学
兼
生
理
学
科
と
応
用
部
門
の
陶
磁
器
科
の
み
を
お
き
、
翌
年
に
は
、
純
正
部
門
に
化
学
兼
生
理
学
科
、
生

理
兼
化
学
科
、
応
用
部
門
に
化
学
兼
陶
磁
器
科
、
陶
磁
器
兼
化
学
科
の
四
科
と
な
っ
た
。
そ
の
次
の
年
に
は
、
応
用
専
門
部
に
薬
学

科
を
設
置
し
、
理
科
大
学
部
に
物
理
を
冠
す
る
学
科
を
置
い
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
校
名
を
「
理
化
」
か
ら
「
理
科
」
へ
変
更
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

陶
器
科
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
製
作
し
た
陶
器
に
絵
付
け
を
し
て
販
売
す
る
こ
と
で
赤
字
を
相
殺
し
よ
う
と
計
画
し
た
形
跡
が
み

ら
れ
る
。
加
え
て
学
生
数
自
体
も
少
な
く
、
当
初
考
え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
教
育
的
成
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
一
八
九
二
年



同
志
社
草
創
期
に
お
け
る
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
運
営
﻿

二
四

に
新
設
さ
れ
た
薬
学
科
は
、
教
員
を
増
員
し
、
薬
局
を
設
け
る
な
ど
の
拡
充
が
図
ら
れ
た
。
最
終
的
に
は
、
下
村
や
薬
学
科
を
け
ん

引
し
て
い
た
小
野
の
辞
職
、
同
志
社
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
の
紛
議
に
よ
っ
て
、
薬
学
科
自
体
が
廃
止
と
な
り
、
学
生
も
退
学

と
な
っ
た
。

一
八
九
六
年
に
設
置
さ
れ
た
検
査
部
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
た
試
薬
検
査
な
ど
の
検
査
や
調
査

を
組
織
化
す
る
こ
と
で
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
収
入
を
確
保
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
下
村
や
須
田
、
小
野
、

飛
鳥
井
ら
の
知
見
あ
っ
て
の
検
査
部
の
設
置
で
あ
り
、
ま
た
充
実
し
た
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
実
験
器
材
、
施
設
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し

得
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
検
査
部
の
調
査
件
数
は
定
か
で
は
な
い
が
、
教
育
の
面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
ハ
リ
ス
理
化
学

校
の
多
様
な
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
終
的
に
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
は
ハ
リ
ス
か
ら
の
資
金
の
使
途
を
め
ぐ
っ
て
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
教
頭
の
下
村
と
、
同
志
社
社
長

兼
校
長
の
小
崎
と
の
間
に
不
和
が
生
じ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
ハ
リ
ス
か
ら
の
寄
附
金
の
打
ち
切
り
に
よ
っ
て
修
復
で
き
な
い
運
営
上

の
問
題
を
抱
え
た
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
の
廃
止
と
な
っ
た
。

今
回
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
運
営
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
に
終
始
し
た
。
そ
の
た
め
、
次
の
二
点
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
た
。
ま

ず
一
つ
は
、
下
村
孝
太
郎
宛
て
ハ
リ
ス
書
簡（

（10
（

を
分
析
し
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
設
立
を
め
ぐ
る
動
向
や
ハ
リ
ス
の
理
化
学
校
に
対

す
る
支
援
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
二
つ
目
は
、
一
八
九
六
年
五
月
の
寄
附
金
を
め
ぐ
る
ハ
リ
ス
書
簡
や
社
長
小
崎
弘
道

の
史
料
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
ハ
リ
ス
と
同
志
社
双
方
の
視
点
か
ら
寄
附
金
を
め
ぐ
る
「
行
き
違
い
」
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
課
題
の
み
を
あ
げ
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
関
す
る
今
後
の
研
究
に
譲
り
た
い
。
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（
注
）

（
1
）
ハ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
中
西
進
「
同
志
社
の
恩
人
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
寄
附
者﻿

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ハ
リ
ス
伝
等
」（『
新
島
研
究
』
第

三
八
号
、
一
九
七
一
、
二
五
－
三
〇
頁
）
参
照
。

（
2
）「
理
化
」
か
ら
「
理
科
」
へ
の
改
称
の
理
由
は
、
上
野
直
蔵
編
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
、
学
校
法
人
同
志
社
、
一
九
七
九
、
三
八
〇
頁
に
も

あ
る
よ
う
に
、「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」（
自
明
治
二
三
年
八
月
至
明
治
二
八
年
九
月
、
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
B5
）
に
も
書
か

れ
て
お
ら
ず
判
然
と
し
て
い
な
い
。
化
学
だ
け
で
な
く
、
理
科
全
般
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
本
論
で
は

一
八
九
二
年
六
月
の
改
正
ま
で
を
「
ハ
リ
ス
理
化
学
校
」、
改
正
後
を
「
ハ
リ
ス
理
科
学
校
」
と
し
、
全
体
に
関
し
て
は
「
ハ
リ
ス
理
化
学
校
」
の
記

載
を
用
い
る
。

（
3
）
島
尾
永
康
「
下
村
孝
太
郎
先
生
―
ハ
リ
ス
理
科
学
校
と
化
学
工
業
に
お
け
る
創
業
―
」（『
同
志
社
時
報
』
第
五
三
号
、
一
九
七
五
、
四
－
一
〇
頁
）、

大
越
哲
仁
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
設
立
次
第
―
新
島
襄
と
下
村
孝
太
郎
とJ.﻿N

.﻿H
arris

―
」（『
新
島
研
究
』
第
一
〇
六
号
、
二
〇
一
五
、
一
〇

六
－
一
三
二
頁
）、
森
一
郎
「J.﻿N

.﻿H
arris

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―J.﻿N

.﻿H
arris

の
手
紙
か
ら
」（『
新
島
研
究
』
第
一
〇
七
号
、
二
〇
一
六
、
七
八
－
一

〇
一
頁
）、
森
一
郎
「
下
村
孝
太
郎
と
新
島
襄
と
の
往
復
書
簡
―
一
八
八
一
年
〜
一
八
九
〇
年
―
」（『
新
島
研
究
』
第
一
〇
九
号
、
二
〇
一
八
、
一
三

四
－
一
六
一
頁
）、
森
一
郎
「
企
画
報
告　

同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
設
立
」（『
新
島
研
究
』
第
一
一
〇
号
、
二
〇
一
九
、
三
七
－
四
六
頁
）。
ま
た
、

下
村
孝
太
郎
に
つ
い
て
は
、
島
尾
永
康
「
下
村
孝
太
郎
に
お
け
る
技
術
と
思
想
」（『
同
志
社
時
報
』
第
六
二
号
、
一
九
七
七
、
二
六
－
三
一
頁
）、
今

津
健
治
「
下
村
孝
太
郎
と
工
学
博
士
の
学
位
」（
同
、
三
二
－
三
三
頁
）、
飯
田
賢
一
「
下
村
孝
太
郎
博
士
―
日
本
鉄
鋼
技
術
の
恩
人
―
」（
同
、
三
四

－
三
五
頁
）
参
照
の
こ
と
。

（
4
）
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
校
舎
で
あ
る
ハ
リ
ス
理
化
学
館
や
、
入
学
試
験
科
目
、
卒
業
生
、
下
村
孝
太
郎
の
そ
の
後
の
活
躍
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
再
考
案

な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
に
詳
し
く
、
こ
こ
で
は
改
め
て
論
じ
な
い
。

（
5
）
並
木
誠
士
、
清
水
愛
子
、
青
木
美
保
子
、
山
田
由
希
代
編
『
京
都　

伝
統
工
芸
の
近
代
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
、
二
一
三
頁
）
に
は
ハ
リ
ス

理
化
学
校
に
つ
い
て
、「
最
先
端
の
製
作
環
境
が
と
と
の
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
統
的
な
や
き
も
の
の
ま
ち
京
都
で
は
、
旧
体
質
が
根
強
く
、

入
学
希
望
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
ま
も
な
く
閉
校
し
て
し
ま
っ
た
」
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
学
科
は
陶
磁
器
科
や
陶
器
科
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
閉
校
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
も
、
こ
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

（
6
）
下
村
孝
太
郎
「
波
里
須
理
化
学
校
設
立
ノ
始
末
」（『
同
志
社
文
学
会
雑
誌
』
第
三
五
号
、
一
八
九
〇
、
二
六
－
二
七
頁
）。
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六

（
7
）
上
野
直
蔵
編
『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一
、
学
校
法
人
同
志
社
、
一
九
七
九
、
四
四
四
－
四
四
六
頁
。

（
8
）
同
右
、
四
四
六
－
四
四
八
頁
。

（
9
）
同
右
、
四
四
七
頁
。

（
10
）
同
右
、
四
四
六
－
四
四
八
頁
。

（
11
）
前
掲
「
波
里
須
理
化
学
校
設
立
ノ
始
末
」、
二
七
頁
。

（
12
）
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一
、
四
四
六
頁
。

（
13
）
同
右
、
四
六
三
－
四
六
八
頁
。
現
物
不
明
。
こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
、
三
八
〇
頁
に
も
内
容
に
つ
い
て
記
述

が
あ
る
。

（
14
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
科
学
校
規
則
」（
明
治
二
五
年
六
月
改
正
）。

（
15
）
藤
岡
幸
二
編
『
京
焼
百
年
の
歩
み
』
京
都
陶
磁
器
協
会
、
一
九
六
二
、
四
七
頁
。
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
が
、
ま
ず
一
八
九
二
（
明
治
二

十
五
）
年
六
月
一
日
を
も
っ
て
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
」
か
ら
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
科
学
校
」
へ
改
称
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
募
集
広
告

で
は
ま
だ
「
理
化
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
単
に
広
告
の
訂
正
を
忘
れ
た
か
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
か
、
も
し
く
は
そ
の
使
用
が
流
動
的
で
あ
っ
た
の
か

等
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
16
）
一
八
九
三
年
三
月
二
一
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
17
）「
薬
学
生
募
集
」（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
同
志
社
波
理
須
理
科
学
校
学
生
募
集
広
告
」、
B5
）。

（
18
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
西
原
清
東
関
係
文
書
」
に
、
明
治
二
八
年
六
月
二
三
日
付
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
掲
載
の
同
志
社
波
里
須
理
科
学

校
の
薬
学
生
募
集
の
広
告
が
あ
り
、
同
様
の
内
容
で
あ
る
。

（
19
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
同
志
社
波
里
須
理
科
学
校
規
則
」（
明
治
二
六
年
六
月
二
四
日
改
正
）。

（
20
）
一
八
九
三
年
三
月
二
一
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
21
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
同
志
社
波
里
須
理
科
学
校
規
則
」（
明
治
二
七
年
五
月
二
四
日
改
正
）。

（
22
）
菅
原
国
香
「
明
治
初
期
の
化
学
」（
公
益
財
団
法
人
日
本
化
学
会
『
化
学
教
育
』
第
二
二
巻
第
四
号
、
一
九
七
四
、
二
四
九
頁
）。

（
23
）
吉
田
元
「
明
治
初
年
の
京
都
の
ビ
ー
ル
」（
日
本
醸
造
協
会
『
日
本
醸
造
協
会
誌
』
第
一
〇
六
巻
第
一
二
号
、
二
〇
一
一
、
八
二
七
頁
）。

（
24
）
前
掲
「
明
治
初
期
の
化
学
」、
二
四
九
頁
。
川
崎
近
太
郎
「
京
都
舎
密
局
（
一
）」（『
科
学
主
義
工
業
』
第
五
巻
第
一
二
号
、
一
九
四
一
、
二
〇
一
－
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二
七

二
〇
五
頁
）、
同
「
京
都
舎
密
局
（
二
）」（『
科
学
主
義
工
業
』
第
六
巻
第
一
号
、
一
九
四
二
、
二
六
六
－
二
七
一
頁
）、
同
「
京
都
舎
密
局
（
完
）」（『
科

学
主
義
工
業
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
四
二
、
一
〇
八
－
一
一
九
頁
）、
小
泉
俊
太
郎
「
舎
密
局
時
代
の
回
想
」（『
日
本
薬
報
』N

o.18　

一
九
三
六
、

一
－
四
頁
）。

（
25
）
前
掲
「
明
治
初
期
の
化
学
」、
二
四
九
頁
。

（
26
）
同
右
。

（
27
）
工
学
博
士
中
澤
岩
太
「
京
都
陶
磁
器
試
験
場
創
立
二
十
周
年
記
念
式
ニ
於
テ
所
感
ヲ
述
ブ
」
大
正
五
年
四
月
二
八
日
（
前
掲
『
京
焼
百
年
の
歩
み
』、

六
三
頁
）。

（
28
）
同
右
。

（
29
）
同
右
。

（
30
）
前
掲
『
京
焼
百
年
の
歩
み
』、
四
七
頁
。

（
31
）
天
野
宏
『
明
治
期
に
お
け
る
医
薬
分
業
の
研
究
』、
一
九
九
八
、
ブ
レ
ー
メ
ン
出
版
株
式
会
社
、
五
六
頁
。

（
32
）『
同
志
社
明
治
廿
四
年
度
報
告
』、
同
志
社
、
一
八
九
二
、
五
頁
。

（
33
）
一
八
八
九
年
七
月
二
四
日
付
の
『
官
報
』
に
よ
る
と
山
寺
は
、
東
京
職
工
学
校
教
諭
で
あ
り
、
そ
の
後
ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
転
任
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
着
任
し
た
後
、「
琺
瑯
ノ
實
驗
」（『
東
京
化
學
會
誌
』
第
一
一
巻
、
一
八
九
〇
、
四
九
－
六
六
頁
）
を
出
し
て
い
る
が
、
時

期
か
ら
し
て
ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
着
任
後
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
職
工
学
校
で
行
っ
て
い
た
研
究
実
験
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
山
寺
は
、
七
宝
焼
き
の
着
色
や
琺
瑯
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
34
）
児
玉
に
つ
い
て
は
、
石
原
理
年
「
児
玉
信
嘉
宛
野
口
英
世
16
書
簡
」（
日
本
医
史
学
会
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
二
巻
第
二
号
、
一
九
九
六
、
九

六
－
九
七
頁
）
参
照
。
こ
れ
に
よ
る
と
児
玉
は
、
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
医
学
部
で
学
位
を
取
り
、
英
国
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
医
学
部
で
生
理
学
を
修
め

た
。
帰
国
後
、
京
都
で
開
業
し
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
勤
め
た
。
一
八
九
七
年
に
再
渡
米
し
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
居
住
し
、
ア

メ
リ
カ
で
亡
く
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
渡
米
初
期
の
野
口
英
世
を
物
心
両
面
で
支
え
た
人
物
で
あ
る
。

（
35
）
西
村
は
ハ
リ
ス
理
化
学
校
着
任
前
に
、『
小
學
圖
畫
臨
本
』（
村
上
勘
兵
衛
、
一
八
八
四
）
を
執
筆
し
て
い
る
。

（
36
）
一
八
九
〇
年
九
月
六
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
37
）
一
八
八
九
年
一
〇
月
付
、
下
村
孝
太
郎
宛
て
新
島
襄
書
簡
（
新
島
襄
全
集
編
集
委
員
会
『
新
島
襄
全
集
』
第
四
巻
書
簡
編
二
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
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二
八

八
九
、
二
三
一
頁
）。

（
38
）
一
八
九
〇
年
八
月
一
〇
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
39
）
同
右
。

（
40
）
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一
、
四
五
〇
頁
。

（
41
）
一
八
九
一
年
一
月
五
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
42
）
内
本
の
肩
書
に
は
、「
錦
光
山
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、「
錦
」
が
消
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一
、
四
五
〇
頁
。

（
44
）
栗
生
は
、『
人
事
興
信
録
』（
第
四
版
、
一
九
一
五
）
に
よ
る
と
、「
明
治
五
年
三
月
京
都
中
学
独
乙
学
校
に
入
り
外
人
レ
ン
コ
ン
ト
に
就
き
独
乙
語

を
究
め
後
京
都
舎
密
局
に
入
り
物
理
化
学
分
析
学
等
を
修
む
。
三
十
五
年
十
一
月
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
」
と
あ
る
。
ま
た
、
栗
生
は
後
述
す
る
上

田
勝
行
や
小
泉
俊
太
郎
と
同
じ
く
、
ル
ド
ル
フ
・
レ
ー
マ
ン
（Rudolf﻿Lehm

ann

）
の
門
人
ら
で
結
成
さ
れ
た
レ
ー
マ
ン
会
や
、
財
団
法
人
京
都
独

逸
学
会
を
創
設
し
た
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。

（
45
）
一
八
九
一
年
九
月
一
四
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
46
）
同
右
。

（
47
）
東
京
工
業
大
学
編
『
東
京
工
業
大
学
百
年
史
』
通
史
編
、
東
京
工
業
大
学
、
一
九
八
五
、
一
一
六
頁
。

（
48
）
月
棒
は
一
〇
円
と
な
っ
た
。
一
八
九
一
年
九
月
一
五
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
49
）
服
部
は
、
同
志
社
を
卒
業
後
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
勤
め
た
。
そ
の
後
、
学
習
院
や
学
習
院
女
子
、
日
本
女
子
大
学
な
ど
で
教

授
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
50
）
須
田
は
、『
衛
生
化
学
』（
帝
国
百
科
全
書　

第
九
五
編
、
博
文
館
、
一
九
〇
三
）
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
須
田
は
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
教

授
で
あ
っ
た
。

（
51
）
一
八
九
三
年
三
月
二
一
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。
服
部
の
勉
強
の
機
会
に
つ
い
て
下
村
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

	

服
部
氏
の
当
議
に
費
さ
る
る
時
間
左
の
如
し
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二
九
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般
植
物	

一
年
間	

二
時
間

（
52
）
一
八
九
三
年
五
月
三
〇
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
53
）
一
八
九
三
年
九
月
二
七
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
54
）
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
、
三
八
八
頁
。

（
55
）
一
八
九
三
年
一
〇
月
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
56
）
小
野
は
、
一
八
九
三
年
九
月
に
赴
任
し
薬
学
を
教
授
し
た
。
一
八
九
三
年
一
〇
月
付
の
検
査
部
設
置
広
告
に
は
す
で
に
名
前
が
あ
る
。
小
野
が
ハ
リ

ス
理
科
学
校
教
員
時
代
に
行
っ
て
い
た
研
究
や
実
験
に
つ
い
て
は
、「
大
極
殿
碧
瓦
試
驗
成
蹟
」（
公
益
社
団
法
人
日
本
薬
学
会
『
藥
學
雜
誌
』
第
一
五

七
号
、
一
八
九
五
、
二
〇
〇
－
二
〇
七
頁
）
や
、「
油
瓦
斯
ニ
就
キ
テ
」（
同
『
藥
學
雜
誌
』
第
一
八
四
号
、
一
八
九
七
、
五
一
三
－
五
二
六
頁
）
参
照

の
こ
と
。

（
57
）
加
藤
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
のcollege﻿training﻿school﻿at﻿N

orthfield

で
ハ
リ
ス
に
会
っ
て
い
る
。
加
藤
は
ハ
リ
ス

が
そ
こ
で
あ
っ
た
二
五
人
の
日
本
人
学
生
の
う
ち
の
一
人
で
、
ハ
リ
ス
は
加
藤
ら
に
あ
っ
た
こ
と
を
下
村
に
報
告
し
て
い
る
（
一
八
九
一
年
七
月
四
日

付
、
下
村
孝
太
郎
宛
てJ.﻿N

.﻿H
arris

書
簡
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
下
村
孝
太
郎
資
料
一
四
／
二
一
、
分
－
三
四
四
－
一
七
））。

（
58
）
一
八
九
四
年
四
月
、
五
月
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
59
）
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
、
三
七
九
頁
。

（
60
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
理
化
学
校
建
議
に
付
参
考
書
（
十
四
号
の
十
九
）」（「
小
崎
社
長
関
係
書
類
④
」
Y
－
KH
）。

（
61
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
同
志
社
報
告
」、
A4
－
1
。

（
62
）
米
津
は
、『
新
選
図
画
範
本
』（
吉
岡
寶
文
軒
、
一
八
九
三
）
の
画
を
描
い
て
い
る
。

（
63
）
前
掲
『
東
京
工
業
大
学
百
年
史
』、
一
一
六
頁
。「
石
川
縣
士
族
」
と
あ
る
。

（
64
）
飛
鳥
井
清
に
関
し
て
は
、
石
川
県
編
『
石
川
県
史
』（
第
四
編
、
一
九
三
一
、
七
四
九
－
七
五
〇
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
65
）
石
川
県
「
石
川
県
学
事
報
告
」
第
八
号
、
一
八
八
五
、
一
一
頁
。

（
66
）
板
垣
英
治
「
金
沢
大
学
の
淵
源
―
加
賀
藩
医
学
館
か
ら
甲
種
医
学
校
ま
で
、
お
よ
び
石
川
県
啓
明
学
校
・
石
川
県
専
門
学
校
の
歴
史
」（『
金
沢
大
学

資
料
館
紀
要
』
創
基
一
五
〇
年
記
念
別
冊
、
金
沢
大
学
資
料
館
、
二
〇
一
二
、
一
三
三
頁
）。

（
67
）
上
田
實
「
森
村
市
左
衛
門
の
企
業
者
活
動
と
経
営
理
念
」（『
名
古
屋
文
理
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
九
号
、
一
九
九
四
、
一
三
頁
）、
前
田
裕
子
「
日
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三
〇

本
に
お
け
る
近
代
陶
磁
器
業
多
角
的
展
開
の
一
側
面
―
大
倉
孫
兵
衛
・
和
親
の
経
営
行
動
と
日
本
陶
器
―
」（『
国
民
経
済
雑
誌
』
第
一
九
五
巻
第
五
号
、

二
〇
〇
七
、
六
二
頁
）。

（
68
）
木
山
実
「〈
資
料
〉「
海
外
実
業
練
習
生
終
了
者
氏
名
」
お
よ
び
「
海
外
実
業
練
習
生
採
用
規
定
」（
農
商
務
省
商
工
局
『
海
外
実
業
練
習
生
一
覧
』〈
大

正
二
年
一
二
月
一
日
現
在
〉
所
収
）」（『
商
学
論
究
』、
二
〇
一
八
、
六
〇
頁
）。
肩
書
は
、
名
古
屋
森
村
組
技
師
で
あ
っ
た
。

（
69
）
前
掲
「
日
本
に
お
け
る
近
代
陶
磁
器
業
多
角
的
展
開
の
一
側
面
」、
六
二
頁
。

（
70
）
同
右
、
六
二
－
六
四
頁
。
ま
た
、「
本
格
的
な
近
代
窯
業
技
術
の
移
植
と
稼
働
、
陶
磁
器
輸
出
振
興
の
進
展
は
、
東
京
職
工
学
校
・
陶
磁
玻
璃
工
科

で
Ｇ
．ワ
グ
ネ
ル
に
学
ん
だ
平
野
耕
輔
、飛
鳥
井
孝
太
郎
、藤
江
永
孝
な
ど
に
よ
る
ド
イ
ツ
で
の
さ
ら
な
る
伝
習
を
経
て
、明
治
30
年
代
に
実
現
さ
れ
る
」

（
長
井
千
春
、
宮
崎
清
「
ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
お
け
る
陶
磁
器
分
野
の
伝
習
地
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
の
役
割
―
日
本
と
ド
イ
ツ
の
陶
磁
器
産
業
と
デ
ザ
イ
ン
に

関
す
る
研
究
（
二
）
―
」（
日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会
『
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
』
第
五
四
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
七
、
九
〇
頁
））
と
の
評
価
も
あ
る
。

（
71
）
前
掲
「
日
本
に
お
け
る
近
代
陶
磁
器
業
多
角
的
展
開
の
一
側
面
」、
六
四
頁
。

（
72
）
前
掲
『
京
焼
百
年
の
歩
み
』、
五
一
頁
。

（
73
）
飛
鳥
井
孝
太
郎
「
磁
器
釉
下
黄
色
顔
料
發
見
の
由
來
」（『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』
第
八
巻
第
八
七
号
、
一
八
九
九
、
七
一
－
七
三
頁
）。

（
74
）「
本
日
午
前
九
時
ヨ
リ
始
メ
テ
教
員
議
会
ヲ
本
校
鉱
物
室
ニ
開
ク
」（
一
八
九
〇
年
九
月
六
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」））。

（
75
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
新
島
遺
品
庫
一
九
四
七
「
明
治
二
四
年
一
二
月
二
三
日　

八
重　

北
海
道
植
物
標
本
寄
付
」。
一
八
九
一
年
一

〇
月
二
九
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）
に
よ
る
と
植
物
標
本
六
二
折
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。

（
76
）
器
械
や
薬
品
、
物
品
、
書
籍
に
つ
い
て
は
下
記
の
も
の
が
あ
る
。
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、「
器
械
薬
品
原
簿
」
B5
（
複
写
物
、
同
志
社

波
里
須
理
科
学
校
、
一
九
〇
二
、
三
年
頃
ヵ
）、
同
、「
物
品
記
入
帳
」
B5
（
複
写
物
、
同
志
社
波
里
須
理
化
学
校
、
明
治
三
二
年
四
月
改
有
、
理
科
学

校
助
手
佐
伯
正
）、「
書
籍
台
帳
」
B5
（
複
製
物
、
同
志
社
波
里
須
理
科
学
校
、
同
、「
ハ
リ
ス
理
化
学
校
備
品
目
録
」
B5
（
作
成
、
年
代
不
明
）。「
器

械
薬
品
原
簿
」、「
物
品
記
入
帳
」
は
、
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
も
の
が
同
志
社
高
等
学
部
波
里
須
理
科
学
校
に
引
き
継
が
れ
て
か
ら
作
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

（
77
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、「
書
籍
台
帳
」（
複
写
物
、
同
志
社
波
里
須
理
科
学
校
、
年
代
不
明
）。「
書
籍
台
帳
」
に
つ
い
て
も
、
注
（
76
）

と
同
様
の
作
成
理
由
で
、
ど
れ
が
ハ
リ
ス
理
化
学
校
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
78
）「
同
志
社
波
里
須
理
化
学
校
一
覧
表
」（
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一
、
四
六
四
頁
）。
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（
79
）
前
掲
『
京
焼
百
年
の
歩
み
』、
四
八
頁
。

（
80
）「
同
志
社
委
員
会
決
議
録
」（（
明
治
二
三
年
五
月
〜
明
治
二
九
年
八
月
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
A3
－
2
）。

（
81
）
前
掲
「
同
志
社
報
告
」。

（
82
）
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
、
三
八
八
頁
。

（
83
）
前
掲
「
同
志
社
報
告
」。

（
84
）
同
右
。

（
85
）
一
八
九
五
年
二
月
一
八
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
86
）
一
八
九
五
年
三
月
一
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
87
）
前
掲
「
同
志
社
報
告
」。

（
88
）
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
、
三
九
〇
頁
。

（
89
）
前
掲
「
同
志
社
報
告
」。

（
90
）
同
右
。

（
91
）
同
右
。

（
92
）
一
八
九
五
年
九
月
七
日
の
項
（
前
掲
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」）。

（
93
）
前
掲
「
同
志
社
報
告
」。

（
94
）
同
右
。

（
95
）『
同
志
社
明
治
廿
八
年
度
報
告
』、
同
志
社
、
一
八
九
六
、
二
頁
。

（
96
）
守
住
勇
魚
は
、
住
吉
派
の
画
を
学
ん
だ
徳
島
県
出
身
の
洋
画
家
。〈
武
具
曝
涼
図
〉
と
〈
蒙
古
襲
来
図
〉
は
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
の
パ
リ
万

国
博
覧
会
と
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
に
そ
れ
ぞ
れ
出
品
さ
れ
た
。

（
97
）
前
掲
『
同
志
社
明
治
廿
八
年
度
報
告
』、
二
頁
。

（
98
）
前
掲
「
同
志
社
報
告
」。

（
99
）『
同
志
社
明
治
廿
九
年
度
報
告
』、
同
志
社
、
一
八
九
七
、
二
頁
。

（
100
）
一
八
九
六
年
五
月
一
六
日
付
、
同
志
社
社
長
宛
てJ.﻿N

.﻿H
arris

書
簡
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、「
ハ
リ
ス
理
化
学
校
文
書
（
下
）」、
B5
、
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お
よ
び
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
科
学
校
寄
付
書
翰
二
通
」、
B5
）。

（
101
）
同
右
。

（
102
）
前
掲
「
同
志
社
報
告
」。

（
103
）
同
右
。

（
104
）
下
村
孝
太
郎
資
料
一
四
／
二
一
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
分
－
三
四
四
）。


